


■ピノッキオの世界展ギャラリートークを終えて

[4･9-5･9]

やんちゃで､失敗を繰り返しながら成長していくピノッキオ

のことは､子供も大人もよ～く知っているお話だと思います｡

だから､親子連れの来館者が多いのではつと思っていたのです

が､意外と年配の方たちの来館も多く､それぞれのピノッキオ

に対する知識や思い出などを､合間合間に話され､私も教わる

事が多く､楽しいギャラリートークとなりましたoそれと､私は

今回の展覧会に合わせて､『ピノッキオの冒険』の原作を読んで

みたのですが､子供達がワクワクしながら読めるように書かれ

ていながら､全てが創作されたファンタジーではなく､当時の

暗い現実を､所々に風刺を込めて書き込んであって､奥深い物

語なのだという事を知りました｡また､『ピノッキオの冒険』に

は､童話を通じて､将来を担う子供達に､立派な人間になって欲

しいと言う､原作者のコツローディの強い期待が込められてい

て､そのようなお話だからこそ､120年もの間､読み継がれ､愛さ

れ続けてきたんだと納得できた展覧会でした｡

[槙井真由美]

■新しい仲間を迎えて 

[5.29] 

3度目となる今回の募集で8名の新たな仲間が加わり､シヴイ 

は全員で33名となりましたo最近は､従来からのギャラリート 

-クや｢しぴの-と｣の編集のほかに､ワークショップのアシ 

スタントなど,シヴイの活躍の幅は広がりつつます○このたび 

の増員はそれに対応したものですo今回加わったメンバーも 

個性派ぞろい!これからの活躍に請うご期待! 

[高松市美術館学芸員牧野裕二] 

随｢アートで遊ぼうF｣のアシスタントをして

5･22おもちゃでアートをつくっちゃえl

参加した子供達は｢わざの美｣

展開催前のまだ作品が展示さ

れていない展示室に入り､学芸

員さんからレディ･メイドの作

品(既製品を利用した作品)につ

いての話を聞きました｡スライ

ドでそれらの作品を見た後は､

さっそくおもちゃを使ってア

ートすることに｡

6廿12模様を探そう

次は｢わざの美｣展の開催中､子供

達は展示作品の表面の模様に注目､

目､好きな模様をスケッチし､そ

れを色画用紙に写して最後に折

り紙にして作品にしました｡折っ

た時に描いた模様が表に出るよ

うにするのは大変そうでしたが､

ちゃんと飛行機の巽やかぶと､鶴

各自おもちゃを3個ずつ選び､本番

さながら彫刻台に並べ題名とせり

ふをつけて発表｡作品はひとつづっ

ていねいにスポットライトをあて

てもらい､本格的です｡発表は恥ず

かしがる子が多かったけれど､どの

子も題名やせりふはなるほどナー

と思わせるものがありました｡

の上で模様になっていました｡展

示されている作品は完成されたも

のとして鑑賞して終わり､になり

ますが､視点を変えてみることで

子供達は自分の好きなものを見つ

け出したり何か作る時のヒントに

したりして楽しんだようですo

[三好ひさこ]

薗r子どものアトリエVoL 3｣(講師杉本公和)のアシスタントをして

[5･30､6･20]

子供の頃､図工は好きでした｡ただ､いつも作品が仕上がるのが､最

後でした｡周りの友達は既に､素敵な作品を作り上げています｡けれ

ど､私のは､まだ作品と呼べるものではありません日･

いました.私と同じタイプの子｡作品作りの早い子や人の何倍も

作品を作る子もいます｡作る過程も､作品も個性的ですo

今回の｢子供のアトリエ｣のテーマは《おもしろく変化する絵本》o

様々な素敵な絵本ができました｡時間の変化が表現されていたり､ペ

ージをめくると､動物が思いもよらないものに変身していたり｡子供

たちはそこまで計算しているのかしら?と､感心させられますo作品

の披露の仕方もまた､個性的でした｡

みんなに共通して言えるのは､創るのが好きということQ創るのが

好きな仲間と刺激しあえる環境で､私自身も子供たちから良い刺激

をもらっていますoこれからも多くの作品を観て､感じて､想像して､

表現して､楽しい作品を見せてくれることを期待しています｡

[森糸えり子]

｢子どものアトリエ｣の《ふしぎな形の　>

あやつり人形を誕生させよう》参加者作品

▲作品の当てっこゲームに熱中する先生方

常にプログラム

は批評の対象となるもので'果たしてその後に先生方と意見交換しえたことが私たち教育普及の財産になったことは言うまでもありませんoすべての段階の子どもたちに美術館や美術が必要なものかどうかは分かりません｡しかし､子どもたちが自分の意志で､美術館を訪れることが稀である現実の中､美術館あるいは美術というものが､世界観を広げる｢場｣となることもあれば､
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主な活動　　　　　　　　　…

4･ 9- 5･9 ｢ピノッキオの世界展｣ギャラリートーク

(会期中毎日曜･祝日､各日午前･午後､

開催回数のべ1 8回､参加者数のベ409名)

4122 ｢ピノッキオの世界展｣団体鑑賞ギャラリート一つ

(高松高校42名)

4･30 ｢ピノッキオの世界展｣団体鑑賞ギャラリートーう

(松島小学校131人､学芸員とともに)

5･22　アートで遊ぼう!②

アシスタント(新メンバー養成)

5.28-6･27 ｢日本伝統工芸展50周年記念展わざの美｣

ギャラリートーク(会期中毎日曜日､午前､

開催回数のべ5回､参加者数のべ186名)

5d29　新メンバーとの初顔合わせ

5･30　子どものアトリエ③

アシスタント(新メンバー養成)

612　アートで遊ぼう!③

アシスタント(新メンバー養成)

6･20　子どものアトリエ④

アシスタント(新メンバー養成)

6･20　高知県立坂本龍馬記念館カルチャーサポーター

と交流会

7123-8･29 ｢アンテスとカチーナ人形展｣ギャラリートーク

(会期中毎日曜･祝日､各日午前･午後､

開催回数のべ11回､参加者数のべ189名)

7･26　香小研高松支部図画工作部会　夏季研修会でのギ｣

ラリートークとアートプログラム(学芸員とともに二

8･ 1 ｢アンテスとカチーナ人形展｣アートで遊ぼう■

番外編の企画原案･当日担当

8･18　小学校教科別研修会(図画工作)研修会でのギ｣

ラリートークとアートプログラム(学芸員とともに:

9･ 4 ｢フェルメール｢画家のアトリエ｣栄光のオランタ

フランドル絵画展｣ (神戸市立博物館)鑑賞研修

鑑賞/講演会:間奏正学芸係長

夏休みは､学校行事による子どもたちの団体鑑賞は

少ないものの'最近は｢鑑賞教育｣への興味関心によるものでしょうか､教師の研修の場として美術館が使われるようになりました｡今年は､｢香小研高松支部図画工作部会｣｢小学校教科別研修会(図画工作)｣｢中学校教科別研修会(美術)｣と延べ190名の小･中学校の先生方に'特別展｢アンテスとカチ-ナ人形｣展(2004･7･23-8･29)を中心とした美術館プログラムを体験してもらえました｡これは児童生徒たちへの美術館アプローチをより拡充したいと願う私たちにとって､何よりものチャンスに思えました｡
能動的に作品に関わること､美術館がそうした可能

性の場であることを実感してもらいたいと考え､美術館ボランティアcI V-のメンバーの協力も得て行った一連のプログラムは次のとおり｡展覧会場では､雨を切望する北米のプエプロ･インディアン(特にホピ族)がカチーナ人形に施した雨･雲･稲妻･虹･太陽といったアイテムの形を､グループに分かれて探してもらうことによって､約70体の人形を自らの目で見ていきました｡そして､これら人形のコレクターである現代ドイツの巨匠ホルスト･アンテスが､ホどの人々の宇宙観にどんな影響を受けたのかを第2会場に展示されたアンテス作品を前に考えてもらいました｡また常設展｢美術のフローラ(植物)｣
(2004･5･28-8･15)では､各チームがそれ

ぞれチョイスした作品の当てっこゲームを展開し､｢見る｣ことを通して遊ぶことも経験してもらいました｡そして､美術館のバックヤード紹介では'探検気分を味わいつつも美術館の施設や役割を自ずと知ってもらうことになったように思われます｡
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高松市美術館コレクション

この作品は当館所蔵作品の仙-で
す.さて､何の仙-でしょうか?値段?大きさ?それとも奇抜さ?　答えは､貸出回数｡他館の展覧会に貸し出した回数が｢仙-｣なのです｡1988年に当館所蔵になって以来､貸出回数はすでに10回｡他にも多くの作品に対して貸し出し依頼がありますが､なかでも電気服の人気はダントツです｡

この電気服､実は1986年に再制

作されたもので､オリジナルはそれより30年前(作者24歳の頃)に作られました｡1954年に関西で結成された前衛美術グループ｢具体｣に所属していた田中さんは､舞台を使った美術で変化する服をつくりたいと考えていました｡たまたま大阪駅のベンチに座っていて､薬の広告がネオンに照らされたそのまばゆさに｢ネオンの服を作ろう｣と思いついたそうです｡それから試行錯誤の末1年かかってやっと完成｡まだその時には題名はなく《点滅する電球で作った｢衣服｣と称する作品》と紹介されただけで､特に注目もされませんでした｡その後舞台での発表で大きな注目を集めたものの､まもなく解体され別の作品になっ

てしまいました｡

時代は流れ1980年代に海外

から､日本の前衛美術に対する関心が高まり電気服もよみがえりました｡当時と違って今度はコンピューターを使い1ケ月と言う短期間で出来上がりました｡この電気服､84個の丸球､97本の管球､おびただしい数のコード等からなるいたってシンプルな作りです｡長い貸出の間には電球が切れて戻ってくる事もあったとか…　管球は現在では日本では手にはいらず､フランスから取り寄せているそうです｡

田中さんは､代表作である電気

服について｢高松市美術館にコレクションとして入った途端パリに2回､ドイツ､イタリア､アメリカと貸出して下さって電気服は一躍世界的になった｣と語っています｡

現在(2004年8月～

2005年5月)もアメリカ､カナダに新に11回目の旅に出ているところです｡また元気な姿で戻って来てほしいものです｡

[吉田光子]
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今回のメニューは､ポップ･アートのスーパースター､アンディ･ウォーホルが描いた､世界で一番有名な(?)スープです｡
1900年のパリ万博で受賞した

金のメダリオンをパッケージに配したキャンベル･スープは､アメリカの人達にとっては､子供の頃から見慣れた､誰もが知っているスープです｡

ある時､美術家のアンディ･ウォー

ホルは､アメリカ社会の大量生産･大量消費の象徴でもあるキャンベル･スープの缶詰を､スーパ-マーケットで何種短も買い込み､何の工夫もなく､そのまま忠実に写し描き､作品として提示しました｡アートの革命と言われた《キャンベル･スープ》シリーズの誕生ですU
｢私の好きな

時に話を聞いて､話をしてくれる｣と､日本製のテープレコ

業のように､美術作品を大量生産していったのでした｡　それは､これまでのアートにおけるオリジナルの重要性を一挙に吹き飛ばす衝撃的な出来事でし
た｡

1962年にロサンゼルスで開いた
初めての作品展､出品作品はもちろんスープ缶｡当時発売されていた全種類

のスープを措いた《32個のキャン

ベル･スープ缶》です｡壁面に棚

を作り､スーパーマーケット
の棚のように､32点の作

品をずらりと並べで展示｡
近くの画廊では､これを皮肉って､実際にスーパーマーケットで買って来たキャンベル･スープ缶を大量に並べ｢当店　格安2個で-oセント｣のポスターを出したそうです｡その後も､

ウォーホルはスープ缶を題材に多くの作品を生み

出しています｡｢なぜ､キャンベル･スLフなの?｣
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表現する選択肢のひとつになりうることもあると､学校や子どもたちにアプローチし続けることが必要だと考えます｡子どもたちが成長していく過程において､いつか美術[館]のことが思い出され､足を運んでくれることになればと望みます｡鑑賞のあり方はさまざまです｡作品の解釈も幾重にも開かれています｡｢こんな場所もあった｣｢あんな楽しみ方もあるよね｣と心の片隅にとどめておけるようなプログラムが提供できていれば､彼らが美術を必要としたその時に､美術との受身ではない各々の関係が生まれてくることでしょう｡

さて､昨年来､｢鑑賞教育における学校と美

術館との連携｣会という〟種″がここ高松市美術館という土壌にポッポッと蒔かれているわけですが､今夏研修会という形で芽が出てきたことがとても喜ばしく思われます｡この会は､特別展ごとに高松市内を中心とした小･中学校に呼びかけられ､｢美術館では､学校を対象にこんなことができるよ!｣というデモンストレーションを行い､参加くださった先生方とそのプログラムを巡って交流を深めるという地味な作業の積み重ねです｡そこには美術を触媒に共鳴できる先生と学芸員による確かな｢つながり｣という実が結びつつあります｡｢高松市美術館に図工や郊外学習等で児童を連れてきたことがあるかどうか｣というある会への今年のアンケートの項は､【ある=7】･【ない-31】･【無回答=2】という結果でしたが'来年は【ある】とお答えいただける先生が少しでも増えるようさらに連携の輪を広げ深めていきたいと思います｡そして､一人でも多くの子どもたちの心に美術館体験が残っていくようなプログラムを､先生方やC-vIメンバーとともにつくっていきたいと願っています｡

[高松市美術館学芸員　毛利直子]
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-ダーを｢妻｣と呼び､｢僕は､機械になりたかった｡人間が皆そっくりだったら､どんなに素晴らしい事か｣という名言を残したウォーホル｡やがて彼の制作手法は.初期の手描きから､より機械的で没個性的なシルクスクリーンへと移行します｡天井や壁をアルミホイルで覆い､一面銀色の空間となったアトリエを｢ファクトリー(工場)｣と呼び､そこに集まって来た若者達と､工場の流れ作

との問いに､｢大好物で毎日食べていたから｣と

答えたとか｡

ここまで書いて来ると､お腹の虫も
そろそろ--｡ところで､今宵の晩ごはん､何になさいますか｡やはり､キャンベル･スープでしょう｡トマトスープ､オニオンストブ､チキンヌトドルスープ…-0

さて､貴方は､どの缶を開けますか?

[山上紹代]

2004年9月1 9日(田)

中村哲也氏によるウークショップ
｢ヌリえもんr-あ封ヨヨ1のドうえもJV封乍ろうI ｣

｢THEドラえもん展｣の関連イベントとして､

出品作家の中村哲也さんによるワークショ

ップが行われましたo中村さんと一緒に､み

んな思い思いの自分だけのドラえもんを制

作｡右端のスプレーニスを吹き付けているの

が中村さん｡本物のドラえもん(つ)も友情出演｡

門良



在であると同時に､逆に｢見られ がついたのは､看視員というのは作品とお客さんを｢見る｣存

せんか?との質問には'
床が石なので冬がとても

もその気持ちがよくわかりました｡

看視員さんのお仕事をわず

かな間ですが体験してみて気 つとした会話が大きな喜びにつ
ながるんです｣｡なるほど!私

しかった｣とお話してくださいました｡
いろいろなお客様

が出入りする美術館での受付のお仕事'
なにか苦労話はありま

ある二人組のお客様は30分

ほど丁寧に鑑賞してくださり'帰りに展示室前のオブジェについてご質問なさいました｡突然の質問で､私は満足に答えることができませんでしたが'あとで看視員さんからアドバイスをもらいました｡
｢難しい内容の質問は学芸員さん

にお任せして､こちらでわかる範囲のことをお答えしています｡するとお客様は頭の中でどんどんイメージを膨らませていき､一瞬パッと表情を明るくされるのを見ると､こちらまで嬉しくなり､ちよ

作家を身近に感じるこ
とができてとても嬉

▲常設展示室

る｣存在でもあるとい-こと｡私がお話を-かがった看視員さんはお休みの日の美術館めぐりがご趣味で､作品を見て楽しむだけでなく､その美術館の看視員の対応を見て'ご自身の参考になさっているそ-です｡つねに研蝶を怠らず､作品とお客さんを見守り続ける看視員のみなさん､大変なお仕事がんばってください!
つぎは受付のお仕事について､

笑顔がすてきなお二人にお話を伺いました｡受付の基本的な業務は､まず来館されるお客様をおもてなしすること｡そして､前売券の販売､友の会会員の申込受付､チラシ･パンフレットの管理､職員への来客対応､図録の販売などその業務内容は実に多岐にわたります｡また､高松市美術館や他館の展示内容について質問されることもしばしばで､すぐにお答えできるよう下調べが大変だそうです｡

今までに印象に残った出来
事は何ですか?との質問には'

｢昨年の10月､舟越桂展で
作家ご本人を担当学芸員の

ところまでご案内した際､

受付さんのお仕事っ

て大変なんだね!

寒く､夏は天井全体が天窓のため直射日光が入り暑くなるとのお答え｡華やかな外見とはうらはらに職場環境は厳しいようです｡でも､夕方暗くなってくると､天井の天窓から星が輝いていることがあり'その眺めを見ると1日の疲れも吹き飛んでしまうのだそうです｡

美術館の｢表｣の顔である看視

と受付のスタッフの方々｡そのお仕事について話をうかがい､また実際に体験することで､当事者でないとわからない苦労ややりがいなどを知ることができました｡取材にご協力いただいたみなさん､お忙しい中ありがとうございました｡

[高尾由美]

Gi1･-と-緒に美術館を探索してみませんか?今回は､美術館の顔ともいえる看視員と受付の方々のお仕事(後編)です｡
(前回のあらすじ)　常設展示室を訪れ､スタッフの方から看視をするうえでの心得や苦労話

などをうかがっているうちに､｢看視員の仕事､とても楽しいよ-｣との明るい声に誘われ､看視員さんの仕事を体験させてもらうことに…

簸フjJ7i/等鼻

看視員と受付の巻後半

『TJ..こ.‥.I..''.-.I-..'..'ミ+.'…''.JJt+.JJ..I....-'
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美術館の今後の予定(ll-3月)

⑳静脅噸感鯛噂噂噂嚇噂噂癖弼車噂歯車歯車車車鯛車歯車静⑳

編●集●後●記
■いつまでたってもトーク時のつよ～い緊張感から解放されない私です｡

[槙井真由美]
■cIVlメンバ-となり2年目の秋｡自分の興味のある絵しか関心のなか

った私ですが､この頃､絵にこめられた作者のおもいを識ることで見
方が少しずつ変化してきました｡絵が1つのドラマのように思える
ようになりました｡　　　　　　　　　　　　　　　【湊節代]

II子供のお手伝いをすることから私のボランティア活動が始まりました.
エネルギーいっぱいの子供が頼もしいし､うらやましい｡

[三好ひさこ]
■新入ボランティアで､まだ波に乗れずアップアップしておりますが､

宜しくお願いいたします｡原稿締切ぎりぎりもやはり性格よねつ
[森糸えり子]

■燃えるような暑さの中､息子のセミ採りにつきあっています｡なぜか

私だけが夏パテ気味-｡はやく涼しい秋風が吹いてミュシャ展がや
ってこないかな｡会いたい作品ばかりで楽しみですl　　亡山内理恵]

1今､世界で心の痛む事が起っています｡美術館の役割って何ウーもち

ろん､こころが豊かにDそして､｢美術館は､時間をかけて､異文化を理

解する装置｣ ｢美術館は､他者の価値観に寛容になる訓練を積む場所J
『美術館で愛を語る』(岩淵潤子著)で見つけた言葉､これも一つの答
えですo大人も子供も皆美術食引こおいでL ,｡そして争いのない世界にo

t山上紹代]
■電気服の記事を書いた直後､タイミングよくアメリカへむけて搬出

【特別展】

ミュシャ財団秘蔵　ミュシャ展
-プラハからパリへ華麗なるアール･ヌ-ヴオーの誕生

11 3(水･祝)～12 12(日)

集合のイメージ暴く高松市美術館コレクション展)
3.4(金)～ 3 21(月･祝)

【常設展】

現代美術と工芸

第4期10 30(土)～ 1 10(月･祝)

①ドローイングの探求

②明石朴景とうるみ会の作家たち

%5m 1 15(i)～ 3.27(日)

■ミュシャ展より

『装飾資料集』図38
1902年リトグラフ

翻噂噂綱噂噂車⑳納車嘩療鱒噂⑳噂歯車歯車辱噂鯛鯛⑳静◎

される場面に立ち合わせて頂きました｡オリジナルを50年近く前に　ー-
考え､作り出した田中さんて､すごい･の-言｡海外での反応が楽し　富
みです｡今度は点滅しているところをぜひ見てみたいです.　　　　も

[吉田光子] :
'gtdFi墓芸去㌶≡買琵誓讐慧誌売人慧需更意=t. rtBLJ:喜蔓

より､作品と人がともに主人公であるようにすら思えましたo夕方､　B
小高い山の稜線に頂を目指して歩む人々の姿がシルエットとなって　三
見えた風景の美しさが忘れられませんD/clVlメンバーの潰垣明日　言
香さん､それに当館嘱託だった遠山景子さんがそろって2005年4月開　冨

舘の長崎県美術館で勤務されることに.ガンバレーI

.ボランティア発足時からのメンバ_謂誤芝温芸
訃報に悲嘆しています｡美術館のアチコチで､今だあの赤いベレ…帽姿　…
の河野さんを感じているE]々ですo l高松市美術館学芸員毛利直子]　三

発行高松市美術館　編集civl　普

ご存知です力､?高松市美術　　そこには彫刻作DDoを展示す　んの《またお逢いしましたねC》

館が旧日本銀行高松支店の跡　るスペースの飾り枠があるの(1989年)という石の彫刻が

地に建てられたことを｡　　　ですが､それは1 945年に開ノ　展示されています｡

その名残りが､美術館正面入　設された旧日本銀行高松支店　壁に耳あり､壁に歴史あり､

を入って左手にある講堂ホ　の玄関のアーチとして使われ　ですね｡

ウイ工の棄側壁面に唯一残さ　ていたものなのです｡

れています｡　　　　　　　　　今は､その中に木村賢太郎さ

-+J　<t t●　●　▼　■　f.f fJJJ　■　一一一一●■■　●　●■一→●　●一J一■　■　◆0　一■●　一■　●　〇一IAJJ t4 I.'*　- J d f J d　■　●　■　■　●■　■〇一　■　■　■JL　■　●　■■I

◎◎○◎◎○　　　　　　　　　喜㈱○
◆ボランティア通信｢しぴの-と｣､シヴィのギャラリートークに関するご意卦ご感想主　監開館時間ヨ

◆本紙記事｢知っとった?美術館｣で取り上げてほしいもの

◆美術に関する素朴な疑問･ -etG

などがありましたら､郵送.ファックス･美術館内のアンケート等でお知らせください｡ :

シヴィの活動および､しぴの-との紙面作りの貴重な参考にさせていただきます｡

高松市美術館ボランティア係
〒760-0027香川県高松市紺屋町10-4 TELO87-823-1711 FAXO87-851-7250　悪

高松市美術館ホームページhttp.//W_ crty takaRntSu kagaya jP/kyoulku伽蝕め｣ル1 lyutu/棚ex hbnl ;

展覧会やワークショップの案内など､最新の情報を満載!いちど､のぞいてみてくださいL　阜

火～金　9時30分-19時

土･日･祝日:9時30分～1 7時

(展示室の入室はいずれも閉館3 0分前まで)

T...･...]･!

【休館日】
月曜日(ただし､休日と重なる場合はその翌日)

年末年始(12月29日-1月3日)
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